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■ 地域の沿革と概要 

焼畑蕎麦苦楽部が活動する宮崎県椎葉村

尾
お

向
むかい

地区は、村の中心部から西へ約 20km、

急峻な山道を車で 1 時間ほどの熊本県境に

位置し、標高 500m から 1,000m に４つの集落

が点在する山間地域である。 

九州中央山地国定公園の山々に囲まれ、先

人達が繋いできた豊かな森林資源と共生し、

子どもから大人までが世代を越えて繋がり

あい、伝統農法である焼畑農業、神楽や民謡

等の伝統文化、伝統的な郷土料理等を維持継

承してきた地域である。 

 

■ むらづくりの概要 

 １．地区の特色 

焼畑蕎麦苦楽部がある尾向地区は、椎葉

村を含む高千穂郷・椎葉山地域が世界農業

遺産に認定される際に大きな評価要素と

なった伝統農法である焼畑農業を唯一今

日まで継承している地区である。 
 

 ２．むらづくりの基本的特徴 

（１）むらづくりの動機・背景 

時代が急速に変化する中、椎葉村のよ

うな中山間地においても「人と人との繋

がり」が少しずつ希薄化し、集落形成に

欠かすことの出来ない相互扶助の精神

である“かちゃ～り”（語源は「貸し借り」）と呼ばれる集落内の共同作業

が姿を消そうとしていた。 

焼畑蕎麦苦楽部 

第１図 位置図 

第１表 地区の概要 

事　　項

地区の規模

地区の性格

農　家　率 52.9%

（内訳）

総世帯数 153戸

総農家数 81戸

専兼業別農家数

（内訳） 専業農家 11戸

１種兼業農家 5戸

２種兼業農家 22戸

農用地の状況 総土地面積 93k㎡

（内訳） 耕地面積 32ha

　　田 17ha

　　畑 11ha

耕地率 0.3%

農家一戸当たりの耕地面積

0.4ha

内　　　容

集落４

機能的集団
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これらの原因は農作業等の機械化による

ところが大きいと言えるが、中山間地の重

要な資源である「先人達の知恵」と「先人達

が守り繋いできた伝統」を大切にしていか

なければならないという危機感が、焼畑蕎

麦苦楽部（以下、「苦楽部」という。）設立の

きっかけとなった。 

苦楽部は平成 20年４月１日に設立され、

当初は苦楽部代表の想いに賛同する集落内の近隣住民５世帯６名の男性の

みでスタートした。代表の想い・理念は、「山は友達・命の源～続けること

が力～」である。 

活動のメインに据える「焼畑」は、「楽し

く」そして「苦しい」共同作業であることか

ら、組織の名称は「焼畑蕎麦苦楽部」と命名

された。 

“かちゃ～り”により焼畑を守り、伝統

的な食等を継承する活動は、次第に集落住

民を繋げ、活動に魅了された村内外のファ

ンの応援・協力に繋がり始めた。 

 

（２）むらづくりの推進体制 

ア 組織体制と会員 

現在、苦楽部の会員は９名、サポーター２名の 11 名である。農家、林

家、サラリーマン、公務員（現役・OB）、主婦、移住者で構成され、うち

女性は４名で年齢も 30 代から 60 代と幅広い。代表並びに副代表は 60

代、事務局は 30 代と 40 代の若手が担っており、多様な分野のメンバー

がそれぞれ職を持ちながらも助け合いの精神で活動を行っている。 

 

イ 他団体との連携・協力 

地区内には、神楽保存会や地域のボランティア活動等を行っている向

山日添同志会など様々な団体が存在する。人口約 450 名の小さい地区で

あるため、地区住民同士が密接に繋がり顔見知りである。各種事業やイ

ベントについては、地区内における普段の生活の中でも意思疎通がなさ

れ、焼畑の火入れ（８月の晴天の日に実施）においては、地元消防団や

青年団、地域おこし協力隊等が協力するなど連携が図られている。 

また、昭和 63 年から約 30 年にわたり焼畑体験学習を毎年行っている

地元の尾向小学校や、苦楽部の理念・活動に影響を受け、新たに村内外

で焼畑農業に取り組む方々とも情報交換を行い、技術指導や作業の相互

支援等を行っている。 

 

写真１ 伝統農法「焼畑」の火入れ 

写真２ 苦楽部のＰＲ旗 
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■ むらづくりの特色と優秀性 

１．むらづくりの性格 

苦楽部は、失われつつある相互扶助の精神を取り戻し、伝統を守り継ぐた

め、平成 20 年に設立され、地元消防団や青年団、世界農業遺産高千穂郷・椎

葉山地域活性化協議会など村内外の団体等と連携しながら活動している。 

 

２．農業生産面における特徴 

（１）伝統農法「焼畑」の継承 

焼畑は、平地が少なく水の確保が困難な山間地等において、山を畑とみ

なし生きていくために行われてきた農薬や化学肥料等を一切使わない究極

の自然農法である。昭和 30 年代には全国各地で行われていたが、苦楽部が

発足した平成 20 年には代表宅の１軒のみで生業として続けられているの

みであった。代表の両親である先代は、30 年前に「民宿焼畑」を開業し、

民宿を営みながら焼畑の魅力等を伝え続けてきたが、それを引き継いだ代

表は苦楽部設立による組織的な実施など、より発展的な焼畑の普及、継承

活動を実践している。 

「焼畑」は、平成 24 年に椎葉村の文化財指定を受け、27 年には「椎葉

の焼畑」として宮崎県の無形民俗文化財に指定された。 

 

（２）世界農業遺産の認定 

椎葉村を含む高千穂郷・椎葉山地域（３町２村）は、古来から継承して

きた農林業の営みなどが後世に残すべき「山間地農林業複合システム」と

して評価され、平成 27 年 12 月に国連食糧農業機関（FAO）から世界農業遺

産に認定された。焼畑の継承も認定を受ける際の大きな評価要素となり、

その魅力を世界に発信することができた。 

 

焼畑蕎麦苦楽部

代　表

副代表

活動内容

尾向公民館
向山婦人会
尾前婦人会
尾向青年会

向山日添同志会
椎葉村消防団第10部

事務局長
会　　　計
監　　　事

夜狩内焼畑継承会
夢織会

地区・集落単位組織

会　員 サポーター

広域組織

フォレストピア高千穂郷
ツーリズム協会

世界農業遺産
高千穂郷・椎葉山
地域活性化協議会

（一社）椎葉村観光協会
椎葉村立尾向小学校
神楽保存会（4集落）

焼畑の維持・継承活動 雑穀等の商品販売・活用 都市部等との交流活動 その他活動
焼畑の実施 体験・交流施設の活用

他実施団体等への指導・助言

フォーラム等の普及活動

直売所等での販売
各種イベントでの販売

新商品開発
調理方法研究

農泊の取組
各種イベントの実施

鳥獣被害対策
花いっぱい運動

連携 連携

第２図 むらづくり推進体制図 
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世界農業遺産の認定は、焼畑継承に取り組んできた苦楽部会員や尾向地

区の大きな自信と誇りに繋がり、国内外からの来訪者の増加など様々な部

分で高千穂郷・椎葉山地域全体の活性化に繋がっている。 

認定後の 28 年度、椎葉村では「焼畑研究会」を開催するとともに、焼畑

の映像（日本語、英語）や普及啓発冊子『椎葉の焼畑』を製作し、その知

識や技術の資料化に取り組んでいるが、いずれにも苦楽部が深く関与して

いる。 

※映像 日本語 https://www.youtube.com/watch?v=2pWOmr2cc3k 

英 語 https://www.youtube.com/watch?v=5G3chmXCQAI 

 

（３）焼畑の広がり 

温暖化等が原因とされる地球規模での異常気象が発生する中、伝統農法

である焼畑を見直す動きが日本各地で見られている。平成 29 年３月、椎葉

村において第１回焼畑フォーラムが開催された。７県の７団体から取組に

ついて事例発表が行われ、焼畑が全国に広がっていることがうかがわれた。 

世界農業遺産認定の翌年となる 28 年には、村内の上椎葉地区で夜狩内

焼畑継承会（以下、「継承会」という。）が結成された。継承会による焼畑

は、同地区において 50 年ぶりの復活となり、多くのマスコミ等が訪れ地区

の活性化に繋がった。苦楽部も準備段階から火入れ等の指導にあたり、焼

畑復活の機運醸成を図り焼畑仲間の誕生に大いに歓喜した。29 年には、村

内のむらおこしグループ「夢織会」や個人農家による焼畑が行われるなど、

焼畑の広がりが見られるとともに相互の連携や協力、一体感が生まれてき

ている。 

さらに、椎葉村に隣接する熊本県水上村
みずかみむら

にも焼畑が広がっている。水上 

村には 10 年以上前から多くの移住者が暮らしているが、苦楽部の代表は、

その移住者との交流を３～４年前から行っている。水上村の移住者は、椎

第３図 高千穂郷・椎葉山地域の山間地農林業複合システム 
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葉村の焼畑の火入れ等へ毎年参加しており、苦楽部も“かちゃ～り”返しと

して水上村での焼畑の指導という形で参加している。焼畑をきっかけに、

相互の交流を図り、多くの方との繋がりを求めて水上村と椎葉村での人の

交流が盛んになっている。 

 

（４）商品販売・開発 

苦楽部では、村内最大のイベントである「椎葉平家まつり」をはじめ、

村内外の各種イベント等に積極的に参加し、焼畑で栽培される雑穀等を販

売している。また、最近では、自然豊かな尾向地区に自生している桑の葉

やよもぎを使ったお茶商品のパッケージリニューアルや、雑穀を活用した

クッキー・クラッカー等の新商品開発、体験活動の受入にも精力的に取り

組んでいる。商品販売や新商品開発等は、女性会員４名が中心となって行

っており、ヒエ粥など雑穀を使用した伝統料理の調理方法を 60 才代の女

性会員が若手会員に指導し、若手会員は雑穀等の新たな活用方法を検討す

るなど活発に活動を行っている。 

平成 29 年１月には、大阪で試験販売を行い、購入者へのアンケートを

実施するなど都市部でのマーケティング活動を実施した。その結果、雑穀

は若い世代はもとより中高年層においても料理方法が知られていないと

いうことが分かり、今後の商品販売等における大きな収穫となった。 

また、苦楽部の新たな取組としては、炭焼き窯とピザ窯を作り、炭焼き

体験や木炭の販売等を計画している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）鳥獣被害対策 

尾向地区は、椎葉村内では鳥獣被害が比較的少ない地域であるが、地区 

内の向 山
むかいやま

日添
ひ ぞ え

集落では、イノシシによる水稲やタケノコの被害が増え、喫 
緊の課題となっていた。イノシシによる被害は昔からの課題であり、特に

焼畑で栽培するソバは格好の餌となるため、先人達は様々な方法で「かじ

め（被害防止対策）」を行ってきた。苦楽部では、動物たちの住み処となる

山が荒れ、豊かな森では無くなったことが鳥獣被害の大きな原因であると

感じていた。 

【主な販売商品】 

よもぎ茶，桑の葉茶,そば粉, 

小豆こうせん，しそ千枚漬け， 

大豆梅漬け,蕎麦の実, 

あくまき,もち類,はったい粉 

【最近の新商品】 

あわクッキー，よもぎクッキー， 

山桑の葉クッキー， 

蕎麦粉クラッカー， 

ひえクラッカー 

第４図 商品販売額の推移 
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そこで、苦楽部では焼畑を行った森に栗を植栽しイノシシの餌場を提供

することで、人里へのイノシシの侵入を防ごうと考えた。結果、集落内全

体とは言えないが栗を植栽した周辺の水稲被害は大きく減少した。苦楽部

は、「山は友達・命の源」の理念のもと、今後も杉やヒノキといった針葉樹

だけではなく、栗やヤマザクラ、カシ類といった広葉樹等の植栽の必要性

を訴えながら、豊かな森を育む活動を展開していくこととしている。 

 

３．生活・環境整備面における特徴 

（１）地元の小学校での焼畑体験学習 

地元の尾向小学校では、昭和 63 年から焼

畑体験学習が毎年行われている。かつて体験

した小学生が今は親となっており、親子で体

験学習に参加している。 

地域の大人たちと学校関係者が一体とな

って組織する「焼畑実行委員会」（以下、「委

員会」という。）は、尾向地区で育つ子ども

たち全員に焼畑体験をとおして先人の知恵

や苦労を学ばせ、伝統を次世代に繋ぐことの大切さを伝える「ふるさと学

習」を行うため、山の剪定から火入れなど様々な準備を行っている。 

この焼畑体験学習には苦楽部が密接に関わっており、火入れの時期や防 

火帯となる火断
か だ ち

の方法などあらゆる場面で指導や助言等を行っている。 
 

（２）体験・交流施設「焼畑粒々飯々
やきはたつぶつぶまんま

」の設立 

焼畑やソバ打ち等の体験プログラムを提供するため、平成 22 年、体験・

交流施設「焼畑粒々飯々」を地区内に開設し

た。当該施設は、会員が所有する山林の木材

を利用しており、伐採から施工まで全て会員

自らの手で作り上げたものである。この施設

を活用し、村内外の小学校児童をはじめ、地

元中学生や椎葉村の国際交流事業「椎葉村ア

ジア友好の翼事業」で交流のあるシンガポー

ルの学生、社会人など幅広い年齢層にソバ打ちや餅つきなど様々な体験プ

ログラムを提供してきた。 

近年、焼畑の火入れや体験交流には、合わせて年間 300～400 人ほどの参

加者があり、都市部住民等との新たな交流が生まれることで、地区内の活

性化や人材育成等に繋がっている。 

施設内には昔からの道具が保管されており、今でも昔ながらの方法で茶・

野草の釜炒りや、ヒエこうかし（ヒエの脱穀・製粉）が行われるなど、手

法の継承にも取り組んでいる。 

写真３ 尾向小学校焼畑体験学習 

写真４ 体験・交流施設 
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（３）農泊の取組 

平成 29 年度、苦楽部と連携して農泊等の

取組を行っている「フォレストピア高千穂

郷ツーリズム協会」が農林水産省の農泊推

進対策事業を活用して「椎葉焼畑ツアー」を

開催し、首都圏から 10 名が参加して焼畑の

火入れを体験した。 

また、「椎葉村秋のスタディツアー」とし

て首都圏の 7 名を受け入れ、ソバ収穫やソ

バ打ち体験等も提供している。30 年度には

「焼畑雑穀オーナー制度」の受入を開始し、

焼畑を行った山でヒエやアワ等の雑穀を栽

培し、それらを使った加工や料理の体験を

提供することで、都市部住民との交流拡大

や焼畑の普及に取り組んでいる。 

これらの取組等が評価され、29 年度に「高

千穂郷・椎葉山地域」が SAVOR JAPAN（農泊 

食文化海外発信地域）に認定され、地域の食

として「神楽料理」と「焼畑料理」が取り上

げられた。これらの情報は、英文のホームペ

ージにて焼畑蕎麦の写真と共に、海外に向

けて情報発信が行われている。 

また、椎葉の民家は「椎葉型民家」と言わ

れる独特の造りとなっており、平地が少な

く奥行きがとれない地形の中で、横に長く冠婚葬祭や夜神楽も実施できる

ように襖を外すことで１つの部屋になるように造られている。 

苦楽部では、会員が所有するこの椎葉型民家の空き家を活用して、長期

滞在型観光の受け入れなど都市部住民との交流拠点、移住者とのふれあい

の場を設けるための検討・準備を進めている。 

写真５ 体験プログラムの提供 

写真７ 焼畑蕎麦 

写真６ 焼畑雑穀オーナー制度

第５図 体験・交流施設利用人数等の推移 
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（４）花いっぱい運動の実施 

集落内の道路沿いを中心に、桜、桃や紫陽花等の植栽を行い集落環境の

整備を毎年実施している。地区内の村道椎葉・五家荘線は、椎葉村と熊本

県八代市泉町を結ぶ観光ルートとなっており、村内外通行者の目を楽しま

せる景観形成に繋がっている。地区住民から感謝の言葉をかけられる場面

もあり、苦楽部活動への意欲向上にも繋がっている。 
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